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●瀬戸内国際芸術祭2013
　　　　　　　　　　　夏会期開幕
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●7月14日に防災訓練を行います
●小豆島中学校の校歌の歌詞・ 
　　　　　　 校章のデザインを募集します
●～みんなで国保を守りましょう！～
●まちのわだい
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言



祭2013
20日㈯～ 9 月 1 日㈰　44日間
　5 日㈯～11月 4 日㈪　31日間

　瀬戸内海の12の島と高松港、宇野港周辺を会
場に開催されている現代アートの祭典「瀬戸内
国際芸術祭2013」。
　今回は、７月20日からスタートする夏シーズ
ンにおいて、小豆島町で新たに展開される作品
やイベントをご紹介します。

馬木・醤の郷
ドットアーキテクツ

②Umaki camp（ウマキキャンプ）

　馬木にある真光寺の下に、キッチンやスタジ
オを備えた建物「Umaki camp」を建設。地域
の食材の提供、昔話のラジオ放送、家庭に残る
写真のデジタル化など、様々なメディアを通じ
て、住む人と訪れる人をつなぎ、地域の新しい
連帯、絆づくりをめざす。
【Umaki camp 竣工式：７月14日㈰】

福田
西沢　立衛／アジアのアーティスト

①西沢立衛／福武ハウス（旧福田小学校）

　旧福田小学校が、さまざまな国
の人たちが協働するアジアのアー
ト・プラットフォームとして生ま
れ変わる。
　校舎では、アジアの新進気鋭の
アーティストたちによる作品展示
を行う。体育館は、カンファレン
ススペースとして、さまざまなシ
ンポジウムが開催される。また、
体育館の一部をキッチンとして改
修し、アジアン・レストランを展
開する。隣接する神社とのあいだ
の鎮守の森には、世界的な建築
家・西沢立衛が設計するパヴィリ
オンが建ち、来場者を静かに出迎
える。

祭2013
※作品は、11月4日まで、会期以外の期間でも鑑賞
　することができます。

夏
会
期
の
イ
ベ
ン
ト
展
開（
予
定
）

醤の郷

７
月
１
日
〜
９
月
１
日

花
と
ア
ー
ト
の
三
都
半
島

　

〜
色
と
り
ど
り
の
夏
祭
り
〜

　

場
所　

三
都
半
島

７
月
７
日

ん
ご
ん
ご
ま
つ
り
〜
ま
ち
あ
る
き
〜

　

場
所　

坂
手
周
辺

７
月
20
日

福
武
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
（
太
鼓
台
・
獅
子
舞
・
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ど
）

　

場
所　

福
武
ハ
ウ
ス（
旧
福
田
小
学
校
）

７
月
21
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
シ
ョ
ウ
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

場
所　

福
武
ハ
ウ
ス（
旧
福
田
小
学
校
）

７
月
22
日

ア
ジ
ア
・
ア
ー
ト
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
想
を
め
ぐ
っ
て

　

場
所　

福
武
ハ
ウ
ス（
旧
福
田
小
学
校
）

７
月
28
日

醤
の
郷
＋
坂
手
港
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

夏
会
期
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
場
所　

坂
手
港

８
月
1
日
〜
10
日

未
来
の
学
校

　
場
所　

坂
手
周
辺

８
月
３
・
４
日

た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
ア
ン
サ

※１　つぎつぎきんつぎ（岸本真之）：作品が安田地区のヤマモ醤油の倉庫に移設。地元有志による案内所あり。
※２　小豆島カタチラボ（graf）：「解体・編集」をテーマに、春会期までに集めた小豆島ならではの“カタチ”から試作品や模型を作り、展示する。
※３　醤油倉庫レジデンスプロジェクト：夏会期滞在アーティストは写真家の小山泰介。空間構成を引き続き織咲誠が担当し、展示内容を変更。

祭2013

三都半島マップ

⑧

③

⑦

④

⑪

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ
⑩

⑨

二生公民館

三都公民館

神浦コミュ
二ティセンター

小豆島ふる
さと村

案内所
wifi

⑥

Credit　西沢立衛建築設計事務所

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ
Ⓐ

Ⓐ

⑤

③
Ⓐ

⑨⑪
⑩

⑦

⑥

⑧
④

⑤

Credit　西沢立衛建築設計事務所

②

町役場
内海庁舎 旧醤油会館

※1

※3

※2

苗羽小学校

真光寺

常光寺

苗羽郵便局

小豆警察署

町役場
内海庁舎

②

Ⓟ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ

Ⓐ
Ⓐ

Ⓐ
福田公民館

福田幼稚園

Ⓟ

福田港

GS

福田
フェリー
ターミナル

福田郵便局
①①

福田マップ醤の郷マップ

GS

葺田八幡
神社
葺田八幡
神社

福田
フェリー
ターミナル

葺田八幡
神社
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瀬戸内国際芸術
アートと島を巡る瀬戸内海の四季
７月20日㈯から、夏会期が開幕！

　　7月
　　10月

三都半島（神浦）

臼井　英之
⑤神様のおなら

三都半島

東京藝術大学プロジェクト

⑥～⑪小豆島 Story of the
　　 　 Island

　東京藝術大学の学生や卒業生
６人が三都半島で滞在制作。
半島の各地で作品を展示する。

⑥ジ・ミン・ソブ《Bandagehouse》
⑦大橋文男《しろいいえ》
⑧寺木南《Full tide 　 Ebb tide》
⑨山田沙奈恵《います》
⑩高原悠子《事物》
⑪林千歩《エイリアンズVS.ティー
　チャー～二十四の瞳を救え！！～》

三都半島（吉野）

柚木　恵介
④瀬戸ノ島景

　旧瓦工場に、100点以
上もの木彫の島を設置。
照明によって瀬戸内の光
の景色を演出する。建物
内を歩くと、瀬戸内海を
航海する気分を味わえ
る。

　２つの山を借景に、９
つの巨大な泡ぶくを出現
させることを試みた記録
映像とその装置を展示す
る。
　巨大な泡ぶくは波紋へ
と姿を変えて、幾重にも
なりながら再び海の姿へ
戻っていく。

三都半島（浜条）

小山　真德
③讃州土産巡礼

　香川県内の風景を求め
て歩き、その場で見つけ
た素材などで「土産」を
制作。そんな活動を続け
てきた小山による巡礼の
旅の記録映像と「土産」
のインスタレーションを
見せる。

瀬戸内国際芸術

「
さ
か
て
　
ん
ご
ん
ご
　
ま
つ

り
」
〜
ま
ち
あ
る
き
〜
の
参
加

者
募
集
に
つ
い
て

　

坂
手
自
治
会
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
７
月
７
日
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
昨
年
好
評
だ
っ
た

洞
雲
山
ま
で
の
往
復
約
６
㎞
の

洞
雲
山
コ
ー
ス
と
坂
手
地
区
内

を
散
策
す
る
坂
手
散
策
コ
ー

ス
、
そ
し
て
丸
金
醤
油
蔵
ま
で

の
往
復
約
５
㎞
の
醤
の
郷
コ
ー

ス
で
す
。

　

メ
イ
ン
会
場
で
は
、
屋
台

や
、
そ
う
め
ん
流
し
な
ど
を
行

い
ま
す
。

日
時　

７
月
７
日
㈰

　

受
付　

８
時

　

ウ
ォ
ー
ク
ス
タ
ー
ト　

９
時

　

屋
台　

11
時
〜

　

イ
ベ
ン
ト　

13
時
〜

メ
イ
ン
会
場　

ス
タ
ー
・
ア
ン

ガ
ー
周
辺
（
坂
手
港
待
合
所

沖
側
）

申
し
込
み
方
法　

当
日
メ
イ
ン

会
場
で
受
付

問
い
合
わ
せ
先

　

坂
手
観
光
案
内
所

　

☎
８
２
―
１
４
２
４

　

（
９
時
〜
17
時
）

ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

場
所　

苗
羽
小
学
校
、
小
豆
島

　
　
　
　

オ
リ
ー
ブ
公
園

８
月
10
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
国
現
代
ア
ー

ト
事
情
」

　

場
所　

福
武
ハ
ウ
ス（
旧
福
田
小
学
校
）

８
月
25
日
〜
27
日

港
の
劇
場
「
日
本
の
大
人
」

　

場
所　

遊
児
老
館
（
旧
坂
手
幼
稚
園
）

三都半島　Ⓐ：島の家プロジェクト　三都半島各地に「島の家」という地元住民によるおもてなしの場を展開する。（デザイン：柚木恵介）

瀬戸内国際芸術

案内所
wifi
池田港

2013.73
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日
本
醤
油
協
会
よ
り
委
嘱
を

受
け
た
「
し
ょ
う
ゆ
も
の
知
り

博
士
」
は
全
国
に
１
７
９
名
。

そ
の
内
、
四
国
に
12
名
、
小
豆

島
に
５
名
い
ま
す
。

　

醤
油
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も

知
っ
て
い
る「
し
ょ
う
ゆ
博
士
」

が
小
学
校
へ
赴
き
、
醤
油
の
原

料
（
大
豆
、
小
麦
、
塩
）
か
ら

出
来
る
ま
で
に
つ
い
て
「
香
り

の
体
験
」「
麹
菌
の
観
察
」「
諸

味
と
醤
油
の
味
見
」
な
ど
の
体

験
学
習
を
中
心
と
し
た
「
食
育

出
前
授
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
授
業
の
中
で
、
も
ろ
み

を
搾
り
「
こ
の
醤
油
は
何
色
か

な
ぁ
〜
」
と
問
い
か
け
る
と
、

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
瞳
で
「
ワ
イ

ン
レ
ッ
ド
色
〜
！
」
と
答
え
て

く
れ
た
児
童
が
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
感
受
性
が
強
く
柔

軟
性
が
あ
る
こ
と
に
改
め
て
驚

き
感
動
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

ま
た
、
授
業
終
了
後
「
豆
博

士
認
定
証
」
を
手
に
し
た
児
童

の
、
満
面
の
笑
み
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
「
し
ょ
う
ゆ
も
の
知
り
博
士

の
出
前
授
業
」
を
通
じ
て
、
世

界
の
調
味
料
「
し
ょ
う
ゆ
」
の

す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
頂
き
、

児
童
や
生
徒
が
大
人
に
な
っ
た

時
に
故
郷
小
豆
島
を
自
慢
し
て

頂
け
る
よ
う
ま
た
、
小
豆
島
の

伝
統
産
業
の
繁
栄
と
、
小
豆
島

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う

「
し
ょ
う
ゆ
出
前
授
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

地
味
な
よ
う
で
す
が
、
地
域
お

こ
し
の
基
本
と
な
る
も
の
で

す
。
今
朝
は
、
朝
早
く
田
浦
地

区
の
海
岸
清
掃
活
動
で
あ
い
さ

つ
を
し
た
後
、
Ｂ
＆
Ｇ
グ
ラ
ウ

ン
ド
ま
で
、
車
で
移
動
し
な
が

ら
、
各
所
で
住
民
の
皆
さ
ん
が
、

花
の
植
栽
と
除
草
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
を
見
ま
し
た
。

　

地
道
な
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

を
続
け
る
な
か
か
ら
、
小
豆
島

が
再
び
元
気
を
取
り
戻
し
、
全

国
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
、

地
域
お
こ
し
の
取
り
組
み
の
大

き
な
花
が
い
つ
か
咲
く
と
思
い

ま
す
。（６

月
２
日
掲
載
分
か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
町
が
平
成
25
年
度
の

緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣
総

理
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
の
自
治
体
で
唯
一
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
の
理
由
は
，
オ
リ
ー
ブ

の
植
栽
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で

す
。
オ
リ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、

ブ
ロ
グ
で
も
度
々
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
回
は
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

小
豆
島
町
は
、
池
田
町
と
内

海
町
が
合
併
し
て
で
き
た
町
で

す
が
、
両
町
と
も
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
の
長
い
歴
史
を
持
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
内
海
町

で
は
婦
人
会
が
花
戦
士
の
会
を

作
り
、
率
先
し
て
花
い
っ
ぱ
い

運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

両
町
と
も
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
で
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

の
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

の
受
賞
は
、
緑
化
推
進
運
動
表

彰
が
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御

臨
席
の
下
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
初
め
て
の
も
の
で
、
価

値
あ
る
も
の
で
す
。
表
彰
式
の

当
日
、
町
民
を
代
表
し
て
、
天

皇
陛
下
や
安
倍
総
理
大
臣
な
ど

に
、
小
豆
島
の
こ
と
を
話
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
日
は
、
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
を
記
念
し
て
、
小
豆

島
町
を
あ
げ
て
、
一
斉
に
花
の

植
栽
と
除
草
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

池
田
地
区
で
は
、
11
地
区
26

箇
所
で
約
８
，０
０
０
本
の
花
の

植
栽
を
し
ま
し
た
。
約
６
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
池
田
地

区
が
全
地
区
一
斉
に
植
栽
を
行

う
の
は
13
年
ぶ
り
で
す
。

　

内
海
地
区
で
は
、
22
地
区
40

箇
所
で
約
１
２
，０
０
０
本
の

花
を
植
栽
し
ま
し
た
。
約
１
，

３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
花
壇
で
は
苗
羽
小
学
校

生
徒
が
約
６
０
０
本
の
花
を
植

栽
し
ま
し
た
。

　
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
は
、

　
『
花
い
っ
ぱ
い
運
動
』

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　

小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

Vol.30

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

「『
し
ょ
う
ゆ
も
の
知
り
博
士
の
出
前
授
業
』に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　

丸
島
醤
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山　

西　

健　

司

Ｂ＆Ｇ花壇での苗羽小学校児童に
よる植栽　　　　　　　　　　　
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ま
た
、
小
豆
島
町
で
は
、
産

業
振
興
を
図
る
た
め
本
年
４
月

１
日
か
ら
「
新
し
い
産
業
づ
く

り
条
例
」
を
制
定
し
企
業
誘
致
、

起
業
家
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
規
企
業
の
進
出

や
既
存
企
業
の
規
模
拡
大
ま

た
、
起
業
に
対
す
る
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
地
域
経
済
の
発

展
と
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
っ

て
、
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
一
定
の
条
件
は
あ

り
ま
す
が
、
新
規
事
業
へ
の
進

出
や
起
業
等
の
支
援
を
ご
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
商
工

観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

い
ろ
い
ろ
と
申
し
述
べ
ま
し

た
が
、
観
光
・
産
業
振
興
に
よ

り
雇
用
の
拡
大
を
図
り
、
小
豆

島
を
元
気
に
す
る
た
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

Vol.12

オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

　

商
工
観
光
課
は
、
商
工
業
の

振
興
、
地
場
産
業
・
中
小
卸
・

小
売
業
の
振
興
、
観
光
事
業
の

振
興
、
観
光
施
設
の
管
理
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
多
岐
に

渡
り
、
職
員
も
東
奔
西
走
し
て

い
ま
す
。

　

推
計
に
は
な
り
ま
す
が
、
小

豆
島
へ
観
光
に
来
ら
れ
る
方
は

平
成
24
年
が
約
１
０
５
万
９
千

人
で
、
前
年
に
比
べ
約
１
・
４
％

の
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
25
年
４
月
末
ま
で
で

は
、
前
年
に
比
べ
て
平
均
で
約

７
・
５
％
の
増
加
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
の
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
芸
術
祭
の
会
場
の
１
つ

と
な
っ
て
い
る
「
醤
の
郷
」
は
、

醤
油
、
佃
煮
の
製
造
会
社
が
建

ち
並
び
、
そ
の
中
で
は
、
７

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら

れ
て
い
て
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
す
る
た
め
に
、
才
能

あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー
達
が
小
豆
島
町
と
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

　

繋
が
る
と
言
え
ば
、
近
年
で

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と

し
た
通
信
販
売
の
利
用
者
が
多

く
な
り
、
生
産
企
業
が
消
費
者

と
直
接
繋
が
る
機
会
も
増
え
、

新
し
い
顧
客
を
獲
得
す
る
た
め

に
は
、
品
質
は
良
く
て
当
然
で
、

い
か
に
付
加
価
値
を
付
け
る
か

が
カ
ギ
と
な
り
、
若
い
方
に
認

知
さ
れ
る
よ
う
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

企
業
の
皆
さ
ん
に
は
、
芸
術

祭
で
の
繋
が
り
を
ウ
ェ
ブ
デ
ザ

イ
ン
や
若
い
顧
客
獲
得
の
た
め

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど

に
活
用
し
て
、
販
売
促
進
に
結

び
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
芸
術
祭
と
雇
用
拡
大
で
小
豆
島
を
元
気
に
」

　

小
豆
島
町
で
は
、「
健
康
長

寿
の
島
づ
く
り
事
業
」
の
一
貫

と
し
て
、
昨
年
度
よ
り
小
児
生

活
習
慣
病
予
防
検
診
を
小
学
4

年
生
と
、
中
学
生
の
希
望
者
を

対
象
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
、
要
観
察
児
童
生
徒
に
つ

い
て
、
保
護
者
と
共
に
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
小
学
生
と
保
護

者
に
対
し
て
食
事
の
面
、
運
動

の
面
、
そ
の
他
の
面
で
で
き
そ

う
な
項
目
で
目
標
を
立
て
、
長

期
の
休
業
中
に
家
族
で
取
り
組

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
レ
タ
ス
を
食
べ
る
。」、「
大

根
を
食
べ
る
。」、「
野
菜
は
食
べ

て
い
る
の
で
量
を
増
や
す
。」、

運
動
面
で
は
「
な
わ
と
び
を
毎

日
す
る
。」、「
家
族
と
一
緒
に

夕
食
後
歩
く
。」
な
ど
で
し
た
。

家
族
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き

ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
、
中
学
生
が
保
護

者
と
目
標
を
立
て
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
生
徒
会
保

健
委
員
会
で
は
、「
朝
食
で
し
っ

か
り
野
菜
を
摂
ろ
う
。」
と
呼

び
か
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
野
菜
を
食
べ
る
と

同
時
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
利

用
す
る
こ
と
が
一
層
生
活
習
慣

病
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

中
学
生
は
育
ち
盛
り
で
す
。

中
学
生
の
時
期
は
心
身
と
も
に

大
き
く
成
長
し
ま
す
。
小
学
生

と
同
様
に
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

の
目
標
を
立
て
ま
す
が
、
最
終

的
に
は
、
自
己
管
理
能
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

栄
養
教
諭
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
生
徒
・
保
護
者
・
地
域

の
方
々
と
一
緒
に
生
活
習
慣
病

予
防
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
『
発
達
段
階
に
応
じ
た
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
』

野菜を食べよう週間に向け
てのポスター作成

　
　

内
海
中
学
校

養
護
教
諭

八　

木　

陸　

代

　
　
　

企
画
振
興
部
商
工
観
光
課

課　

長

山　

本　

真　

也
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風呂の残り湯も再利用を
小さめの浴槽でも200リット
ルの水が入るため、残り湯
は捨てないで洗濯などに使
いましょう。

節水その1
洗車はバケツ洗いで
バケツ洗いでは30リットル
ですむ洗車も、流しっぱな
しでは240リットルの水が必
要です。

節水その2

歯みがきの水はコップで
コップ3杯で済む歯みがき
も、流しっぱなし（1分間）
にすると10倍の6リットル必
要になります。

節水その3
蛇口の開け閉めはこまめに
蛇口はちょっとひねると1分
間に6リットル、全開にする
と20リットルもの水が出ま
す。蛇口の開け閉めには気
を付けましょう。

節水その4

問い合わせ先　水道課　☎82－7016

防災訓練のスケジュール（会場：草壁港埋立地）
時　刻 訓　　練　　内　　容

14：00 ○大地震発生
○小豆島町全域に大津波警報発令
○訓練対策本部設置
○草壁地区全域に避難指示発令
○避難・避難誘導訓練開始
○自衛隊員による非常炊出し訓練開始

14：30 ○各避難所から対策本部へ避難状況を報告

14：45 ○自衛隊派遣要請
○自衛隊員による救出訓練
○内海病院ＤＭＡＴによるトリアージ訓練
○消防署員による搬送訓練
○消防団員による土のう積み訓練
○海上保安署員による救出訓練

16：30 ○自衛隊装備品見学

17：00
○大津波警報解除
○避難指示解除
○閉会式
○訓練対策本部解散

※　訓練内容は一部変更になることがあります。

　

本
町
で
は
、
昭
和
49
年
、
51

年
の
大
災
害
を
教
訓
と
し
て
住

民
の
防
災
意
識
の
向
上
と
防
災

体
制
の
整
備
点
検
の
た
め
、
７

月
第
２
日
曜
日
を
「
小
豆
島
町

防
災
の
日
」
と
定
め
、
毎
年
防

災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
で

の
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
防
災
・
減
災
対
策
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自

然
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
を
低
減

さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
条
件

や
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
や
地
域
住
民
が
お
互
い
を

助
け
合
い
、
自
ら
の
地
域
は
自

ら
で
守
る
と
い
っ
た
意
識
が
大

変
重
要
で
す
。

　

今
年
の
防
災
訓
練
で
は
、
草

壁
地
区
を
対
象
に
、
大
地
震
発

生
後
の
津
波
被
害
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
・
自
衛
隊
、
海
上
保

安
署
、
消
防
署
に
よ
る
被
災
者

の
救
出
搬
送
訓
練
・
消
防
団

員
に
よ
る
土
の
う
積
み
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
、
積
極
的
に
訓
練
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

昨年の防災訓練の様子

小
豆
島
町
総
合
防
災
訓
練

小
豆
島
町
総
合
防
災
訓
練

７
月
14
日
㈰
小
豆
島
町
に
大
津
波
警
報
発
令

　
　
　
　

草
壁
地
区
全
域
に
避
難
を
指
示
し
ま
す

　

本
町
で
は
、
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
少
な
く
、
水
事
情
は
日
ご
と
に

深
刻
さ
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
雨
の
降
ら
な
い
状
態
が

続
く
と
、
深
刻
な
渇
水
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

節
水
の
お
願
い
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新しい中学校の教育目標

【応募方法】
①どなたでも、１人何点でも応募できます。
②住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号を
　記載して送付してください。

【採用作品発表】
①町広報および町ホームページ等で発表するととも
　に、採用者に直接通知します。
【賞　金】
①校歌の歌詞　　採用作品：10万円
②校　　　章　　採用作品：10万円
【応募・問い合わせ先】
〒761－4411
香川県小豆郡小豆島町安田甲144－90
　学校教育課
　　　「校歌募集係」または「校章募集係」
☎：82－7014　蕭：82－1025
町ホームページ：
　　　　http://www.town.shodoshima. lg. jp/
E-mail：olive-gakko@town.shodoshima. lg. jp

【応募締切】
①８月30日㈮
②持参または、郵送の場合は期限内必着
【注意事項】
①応募作品は、返却しません。
②採用作品に関する一切の権利は、小豆島町教育委
　員会に帰属します。
③採用作品は、補作、修正する場合があります。
④町内の各学校の校歌・校章は町ホームページに掲
　載しています。

共　　　通　　　事　　　項

【作成要領】
①用紙は、町ホームページからダウンロードした
　所定のもの（白色Ａ４版）または、役場および
　公民館に備え付けのものを使用し、応募してく
　ださい。
②同じ言葉の数（七五調など）で、三番まで作成
　してください。
③地域性が感じられ、明るく希望に満ちたもので、
　新しい中学校の教育目標に沿ったものを望みま
　す。
④歌詞の趣旨（歌詞に込めた想いなど）は必ず記
　入してください。
⑤作曲家に依頼して、曲をつけて校歌になります。

校 歌 の 歌 詞

【作成要領】
①用紙は、町ホームページからダウンロードした
　所定のもの（白色Ａ４版）または、役場および
　公民館に備え付けのものを使用し、折らずに応
　募してください。
②新しい中学校の名称、将来像にふさわしい作品
　とします。
③デザインに使用する色は、地色を含めて４色以
　内とします。
④単色で表現しても、イメージや安定感が損なわ
　れないものとします。
⑤グラデーション（ぼかし）は使用しないでくだ
　さい。
⑥図案の趣旨は、必ず記入してください。

校 章 の デ ザ イ ン

小豆島中学校の校歌の歌詞・校章のデザインを募集します小豆島中学校の校歌の歌詞・校章のデザインを募集します
　平成26年４月に「内海中学校」と「池田中学
校」が統合し、小豆島町の中学校が一つになりま
す。
　そこで、新しい統合中学校である「小豆島中学
校」の「校歌の歌詞」と「校章のデザイン」を募
集します。

「生きる力」を身につけ、ふるさと小豆島を愛し、夢の実現に向かって
努力する生徒の育成

にふさわしい「校歌の歌詞」と「校章のデザイン」を考えてください。

【 募　　集　　要　　領 】
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①
初
心
者
水
泳
教
室

日
程　

７
月
20
日
㈯
、
23
日
㈫
、

24
日
㈬
、
25
日
㈭
、
30
日
㈫
、

8
月
１
日
㈭
、
２
日
㈮
、
３

日
㈯　
　
　
　
　
　

全
８
回

対
象
者　

泳
力
25
メ
ー
ト
ル
未

　

満
の
町
内
小
学
生
（
1
・
2
・

　

3
年
生
）

定
員　

90
名
（
先
着
順
、
各
班

30
名
程
度
）

　

１
班
（
９
時
〜
９
時
50
分
）

　

２
班
（
10
時
〜
10
時
50
分
）

　

３
班
（
11
時
〜
11
時
50
分
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円

申
し
込
み
先　

7
月
13
日
㈯
８

時
30
分
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

で
受
付
を
開
始
し
ま
す
。（
当

日
限
り
）
申
込
用
紙
と
受
講

料
を
持
参
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

②
中
級
者
水
泳
教
室

日
程　

８
月
６
日
㈫
、
７
日
㈬
、

８
日
㈭
、
９
日
㈮
、
10
日
㈯
、

13
日
㈫
、
14
日
㈬
、
16
日
㈮

全
８
回

対
象
者　

ク
ロ
ー
ル
泳
力
25
メ

　

ー
ト
ル
以
上
の
町
内
小
学
生

（
４
・
５
・
６
年
生
）

定
員　

45
名
（
先
着
順
）

　

背
泳
ぎ
コ
ー
ス　
（
９
時
〜

　

９
時
50
分
）　　
　
　
　
15
名

　

平
泳
ぎ
コ
ー
ス　
（
10
時
〜

　

10
時
50
分
）　　
　
　
　
15
名

　

バ
タ
フ
ラ
イ
コ
ー
ス
（
11
時

〜
11
時
50
分
）　　
　
　
15
名

受
講
料　

１
，５
０
０
円

申
し
込
み
先　

申
込
用
紙
と
受

講
料
を
持
参
の
う
え
、
８
月

１
日
㈭
ま
で
に
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

③
レ
デ
ィ
ー
ス
水
泳
教
室

日
程　

７
月
17
日
㈬
、
19
日
㈮
、

23
日
㈫
、
26
日
㈮
、
30
日
㈫
、

８
月
２
日
㈮
、
６
日
㈫
、　

10
日
㈯　
　
　
　
　

全
８
回

対
象
者　

水
泳
・
水
中
運
動
に

　

興
味
の
あ
る
成
人
女
性

定
員　

50
名
（
先
着
順
）

受
講
料

　

Ａ
コ
ー
ス
（
水
中
運
動
）

　

19
時
〜
20
時

２
，０
０
０
円

　

Ｂ
コ
ー
ス
（
水
泳
）　

　

20
時
〜
21
時

２
，０
０
０
円

　

Ａ
＋
Ｂ
コ
ー
ス

　

19
時
〜
21
時

３
，０
０
０
円

申
込
用
紙　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
・
社
会
教
育
課
・
イ

マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
先　

申
込
用
紙
と
受

講
料
を
持
参
の
う
え
、
7
月

12
日
㈮
ま
で
に
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
イ
マ
ー

ジ
ュ
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
①
②
③
会
場　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

④
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
教
室

日
時　

7
月
６
日
㈯
、
13
日
㈯

　
　
　

14
時
〜
16
時　

会
場　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　

艇
庫
前

対
象
者　

町
内
小
学
生
（
４･

５･

６
年
生
）

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

受
講
料　

５
５
０
円

内
容　

カ
ヌ
ー
・
ロ
ー
ボ
ー
ト

の
体
験
、
弁
天
島
で
の
遊
泳

申
し
込
み
先　

申
込
書
と
受
講

料
を
持
参
の
う
え
、
７
月
３

日
㈬
ま
で
に
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
①
②
③
④
受
講
料
は
、
使
用

料
・
保
険
料
込
み

問
い
合
わ
せ
先　

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

　

☎
８
２
―
５
１
７
１
、
社
会

　

教
育
課
☎
８
２
―
７
０
１
５

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

水
泳
・
海
洋
教
室
の
ご
案
内

　
　
　
　

水
泳
・
海
洋
教
室
の
ご
案
内

期
間　

７
月
６
日
㈯
〜８月

31
日
㈯

　

た
だ
し
、
毎
週
月
曜
日
は
休

館
日
で
す
。

開
館
時
間

　

平　

日　

13
時
〜
19
時

　

日
曜
日　

13
時
〜
17
時　

※
幼
児
は
必
ず
成
人
の
同
伴
者

が
必
要
で
す
。

　
　

ま
た
、
小
中
学
生
で
同
伴

者
の
い
な
い
場
合
は
16
時
ま

で
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

一
般
開
放
の
お
知
ら
せ

「
青
年
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
未

来
の
島
の
創
造
に
む
け
た
討

論
会
」未
来
の
青
年
に
求
め

ら
れ
る
す
が
た
と
は

★水泳プール使用料（税込金額）

※２人目以降の幼児は下記の使用料となります。

問い合わせ先　Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎ 82－ 5171

利用区分  町内者 町外者
小・中学校児童生徒 ￥1 0 0 ￥ 3 1 0

高校・大学生、一般 ￥2 1 0 ￥ 6 3 0

幼児（要保護者同伴） 無　料 無　料

町内者 ￥1 0 0 町外者 ￥3 1 0

日
時　

7
月
11
日
㈭

　
　
　

19
時
30
分
〜
21
時

　
　
　
（
受
付
19
時
〜
）

会
場　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

　

※
入
場
無
料

内
容　

第
1
部
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー

●
映
像
出
演　

　

土
庄
町
長　

岡
田
好
平

　
「
〜
未
来
の
青
年
に
求
め
ら

れ
る
す
が
た
と
は
〜
な
ぜ
討

論
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
」

第
2
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン

テ
ー
マ
〜
未
来
の
青
年
に
求
め

ら
れ
る
す
が
た
と
は
〜

●
映
像
出
演

　

小
豆
島
町
長　

塩
田
幸
雄

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

㈱
４
５
９　

代
表
取
締
役

　

真
鍋
邦
大

パ
ネ
リ
ス
ト　

小
豆
島
町
商
工

会
青
年
部
部
長　

山
下
裕
由

　

土
庄
町
商
工
会
青
年
部

　

部
長　

須
佐
美
洋
介

　

㈳
小
豆
島
青
年
会
議
所

　

理
事
長　

森
本
勝
也

問
い
合
わ
せ
先

㈳
小
豆
島
青

　

年
会
議
所
☎
７
５
―
１
５
０
４
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平
成
平
成
2525
年
度（
平
成

年
度（
平
成
2626
年
開
催
）成
人
式
実
行
委
員
募
集

年
開
催
）成
人
式
実
行
委
員
募
集

　
　

〜
成
人
式
を
自
分
た
ち
で
演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

小
豆
島
町
立
図
書
館

　

夏
休
み
講
座

布
小
物
教
室　
「
リ
ネ

ン
の
サ
シ
ェ
（
勾
袋
）

作
り
」（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
）

日
時　

７
月
24
日
㈬

　
　
　

13
時
30
分
〜

場
所　

蒲
生
公
民
館
洋
会
議
室

講
師　

鈴
木　

美
佳　
先
生

材
料
費　

６
０
０
円

定
員　

10
名

準
備
物　

裁
縫
道
具
（
糸
は

ベ
ー
ジ
ュ
か
生
成
り
、
な

け
れ
ば
白
）

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈪
〜

16
日
㈫

申
し
込
み
先　

蒲
生
公
民
館

　

☎
７
５
―
０
０
０
７

お
し
ゃ
れ
小
物
作
り
教
室

日
時　

７
月
26
日
㈮

　
　
　

13
時
30
分
〜

場
所　

蒲
生
公
民
館
洋
会
議
室

内
容　

パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
、
ト

ン
ボ
玉
で
作
る
夏
の
ネ
ッ

ク
レ
ス　
　
　
　
　
　
　

材
料
費　

１
，５
０
０
円
程
度

定
員　

10
名

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈪
〜

16
日
㈫

申
し
込
み
先　

蒲
生
公
民
館　

☎
７
５
―
０
０
０
７

「
親
子
料
理
教
室
」

日
時　

８
月
３
日
㈯

　
　
　

10
時
〜

場
所　

働
く
婦
人
の
家
調
理
室

内
容　

親
子
で
楽
し
く
オ
リ
ー

ブ
料
理

講
師　

小
豆
島
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会

定
員　

12
名

費
用　

一
人
２
０
０
円

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
締
め
切
り　

7
月
27
日
㈯

申
し
込
み
先　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
８
２
―
０
４
１
０

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

日
時　

8
月
1
日
㈭
・
8
日

　

㈭
・
22
日
㈭
・
29
日
㈭

　
　
　

19
時
30
分
〜

場
所　

二
生
公
民
館

内
容　

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う　
　
　

講
師　

宮
谷　

和
代　
先
生

定
員　

10
名

費
用　

２
，０
０
０
円
程
度（
材

料
代
）

申
込
締
め
切
り　

７
月
20
日
㈯

申
し
込
み
先　

二
生
公
民
館　

☎
７
５
―
２
１
６
７

公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

　

本
町
で
は
、
新
成
人
が
司
会

進
行
を
2
年
続
け
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

本
年
度
も
新
成
人
に
よ
る
運

営
を
実
施
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈪

〜
８
月
15
日
㈭

募
集
人
数　

10
名
程
度（先

着
順
）

対
象
者　

町
内
出
身
の
新
成
人

（
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
）

申
し
込
み
先　

社
会
教
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
５

〈
第
１
回
実
行
委
員
会
〉

開
催
日
時　

８
月
20
日
㈫

13
時
30
分
〜

開
催
場
所　

内
海
庁
舎

　

南
館
３
階　

第
４
会
議
室　

※
都
合
に
よ
り
第
１
回
実
行
委

員
会
に
出
席
出
来
な
く
て
も
、

　

応
募
し
て
い
た
だ
い
て
構
い

ま
せ
ん
。

　

次
回
以
降
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
担
当
者
か
ら
ご
連
絡
し
ま

す
。

　
「
こ
と
ば
の
発
達
が
気
に
な

る
」
な
ど
、
き
こ
え
や
こ
と
ば

の
心
配
や
悩
み
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
24
日
㈬

　
　
　

９
時
〜
14
時

対
象　

０
歳
児
〜
中
学
生
と
、

そ
の
保
護
者
な
ど

申
し
込
み　

事
前
申
し
込
み
要

費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

香
川
県
立
聾
学

校　

☎
０
８
７
―

８
６
５
―

４
４
９
２ 

教
頭 

武
田

　

聾
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
、
専
門
の
先
生
の
授
業
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
13
日
㈯

　

授
業
体
験　

９
時
〜
13
時

　

講
演
会　

10
時
〜
12
時

　

個
別
相
談　

13
時
〜
16
時

対
象　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼

児
児
童
生
徒
お
よ
び
保
護

者
、
教
職
員
な
ど

申
し
込
み　

事
前
申
し
込
み
要

問
い
合
わ
せ
先

　

同
上

香
川
県
立

香
川
県
立
聾聾ろ
う
ろ
う

学
校
「
き
こ

学
校
「
き
こ

え
と
こ
と
ば
の
相
談
会
」

え
と
こ
と
ば
の
相
談
会
」

香
川
県
立
聾
学
校
「
授
業
体
験
日
・

香
川
県
立
聾
学
校
「
授
業
体
験
日
・

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
保
護
者
相
談
」

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
保
護
者
相
談
」

日
時　

7
月
24
日
㈬
、
25
日
㈭
、

26
日
㈮
、
8
月
1
日
㈭
、
2

日
㈮
、
6
日
㈫
、
7
日
㈬

　
　
　

13
時
〜
15
時

※
展
示
会　

８
月
10
日
㈯〜18

日
㈰

対
象　

町
内
の
小
学
生

場
所　

町
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　

む
と
す
館　

２
階　

研
修
室

定
員　

45
名
（
先
着
順
、
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

材
料
費　

８
０
０
円

申
込
日　

７
月
７
日
㈰
14
時
か

ら
図
書
館
、
池
田
公
民
館
で

受
付
し
ま
す
。
申
込
用
紙
と

材
料
費
を
持
参
の
う
え
、
参

加
希
望
の
小
学
生
本
人
ま
た

は
、
そ
の
ご
家
族
が
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電

話
で
の
申
し
込
み
や
他
の
方

の
預
か
り
等
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
今
年
度
は
午
後
か
ら

の
受
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
各
学
校
へ
送
付

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

町
立
図
書
館

☎
８
２
―
０
２
９
１

第35回

手
作
り
絵
本
を

手
作
り
絵
本
を

　
　

つ
く
ろ
う
会

　
　

つ
く
ろ
う
会
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家
族
相
談
の
ご
案
内

家
族
相
談
の
ご
案
内

　

こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い
て
、

家
族
同
士
で
集
ま
っ
て
一
緒
に

話
し
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

7
月
19
日
㈮

14
時
〜
15
時
30
分

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所

　

東
館
２
階
会
議
室

対
象
者

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
し
て

い
る
方
の
家
族

内
容

●
こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い
て
の

知
識
・
情
報
の
提
供

●
こ
こ
ろ
の
病
気
を
治
療
し
て

い
る
方
の
家
族
が
集
ま
っ
て

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
総
合
事
務
所　

保
健
福

祉
課
精
神
保
健
福
祉
担
当

　

☎
６
２
―
１
３
７
３

生 田 句 会

短歌　現人
五月例会　詠草

女
王
蜂
を
守
る
兵
隊
数
知
れ
ず
巣
作
り
を
な
す
忙
し
き
さ
ま
に　
　
　
　
　
　
　

三
好
千
英
子

手
作
り
の
野
菜
雨
中
を
籠
に
盛
り
孫
に
送
る
と
老
夫
婦
笑
む　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
美
千
代

冷
や
か
し
て
眺
む
る
の
み
の
三
越
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
の
声
に
ど
ぎ
ま
ぎ　
　

藤
井　

哲
夫

久
々
に
夫
と
連
れ
立
ち
新
し
き
ダ
ム
ま
で
散
歩
蓬
摘
み
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

久
子

忘
れ
じ
と
思
へ
ど
忘
る
こ
の
日
頃　

番
の
蝶
の
行
方
目
に
追
ふ　
　
　
　
　
　
　

鎌
野　

博
子

ケ
ン
ゴ
ク
ン
小
学
生
の
姿
し
か
浮
か
ば
ず
今
は
大
学
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

令
子

軽
塵
も
左
遷
さ
れ
た
る
役
人
も
浥
し
て
去
る
春
涙
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

独
り
身
に
料
理
も
楽
し
ミ
ニ
ト
マ
ト　
　
　

眞
砂　

松
韻

ゴ
ン
ド
ラ
の
発
車
の
ベ
ル
や
山
法
師　
　
　

岡
田　

雅
子

さ
く
ら
ん
ぼ
熟
れ
し
光
を
摘
み
に
け
り　
　

柴
田　

禮
美

岬
道
の
藤
海
風
に
育
ま
れ　
　
　
　
　
　
　

中
岡
佐
智
子

巨
大
船
霞
ま
と
い
て
島
に
消
ゆ　
　
　
　
　

大
麻　

孝
子

う
ら
ら
か
や
シ
ョ
ー
ト
カ
ツ
ト
の
粋
な
人　

三
木　

智
恵

デ
イ
ケ
ア
の
車
窓
に
萌
え
る
柿
若
葉　
　
　

真
砂
津
保
美

ア
ー
ト
展
ま
で
の
畦
道
植
田
風　
　
　
　
　

吉
仲　
　

等

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書 　 名 著者名

ちっぽけな恋
グランドマンション
美しい心臓
東京バビロン
聖なる怠け者の冒険
偽りのシスター
都会の蜃気楼
十津川警部怪しい証言
大事なことほど小声でささやく
武士喰らい
三毛猫ホームズの最後の審判
岳 飛 伝　5
ゴブンノイチ
歳月がくれるもの
75年目のラブレター
これで生きるのが楽になる
低位株投資ライブセミナー
ネット選挙
親の家を片づける
親と子の自由研究
ひざ・股関節の痛みを自分で治す！
新編天才監督木下惠介
冷やシャリッ！凍らせレシピ　　　　　　　　
安くて良い宿公共の宿'14関西　　　　　　　
まっぷる　福島　会津・いわき'14　　　　　
東京ディズニーリゾートおまかせガイド　2013-2014　

池 永　　 陽
折 原　　 一
小手鞠　る　い
新 堂 冬 樹
森　見　登美彦
横 関　　 大
岡 野 薫 子
西　村　京太郎
森 沢 明 夫
矢 野　　 隆
赤 川 次 郎
北 方 謙 三
木 下 半 太
田 辺 聖 子
貴　島　テル子
鎌 田　　 實
鮎 川　　 健
西 田 亮 介
主 婦 の 友 社
太 田 和 良
酒　井　慎太郎
長　部　日出雄

今月のロビー展

開館時間変更のお知らせ

7月の行事予定
行 事 名 日 　 時 対　象

論語を読む会
手作り絵本　申込日
古文書講座
おはなしひとみ会
更級日記を読む会
にこにこおはなし会
読書会
（内容：「闇医者おゑん秘録帖」　あさのあつこ　著）
手作り絵本を作ろう会　　24日 ㈬～ 26日 ㈮　 13：00～ 15：00

6日 ㈯　
7日 ㈰　
13日 ㈯　
14日 ㈰　
20日 ㈯　
21日 ㈰　
21日 ㈰　

10：00～12：00
14：00～
10：00～12：00
14：00～14：30
14：00～16：00
14：00～14：30
14：00～16：00

一　　　般
小　学　生
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般

小　学　生

（幼児向き）
いもほりコロッケ
すいか！
これだれの？
まよなかのほいくえん
おかしなおかし

（児童向き）
かあちゃん取扱説明書
夜の迷路で妖怪パニック
ストグレ！
子ヒツジかんさつノート
七月七日はまほうの夜

（ティーンズ向き）
暦物語
小論文これだけ！書き方超基礎編

「上手に節電！涼しく快適に過ごす夏特集」展　　７月30日㈫まで
「夏休み宿題お助け展」9月1日㈰まで
展示・貸出しますので、ぜひご利用ください。

図書館の開館時間を変更します！　７月～９月の毎週水曜日のみ
　開館時間　10時～18時 → 10時～20時
　部活帰りや仕事帰りにぜひ、図書館にお越しください。

オリーブギャラリー7月の展示（オリーブナビ小豆島2階）

　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

　展示時間　9：00～ 17：00

展　示　期　間 展　示　内　容

7月7日㈰～7月20日㈯ 夢島寿の会　絵手紙展
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農
作
物
等
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
シ
カ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た
め
に
必
要
な
狩
猟
免
許
の
講
習
会
、
試
験

が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
犬
に
関
す
る
苦
情
が
絶

え
ま
せ
ん
。
内
容
的
に
見
る
と

大
き
く
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
が
、
一
つ
は
飼
い
犬
の
フ
ン

や
鳴
声
な
ど
飼
育
方
法
に
関
す

る
苦
情
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

無
責
任
な
エ
サ
や
り
に
よ
っ
て

増
え
続
け
て
い
る
野
犬
に
関
す

る
苦
情
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
問
題
も
周
囲
の
人

た
ち
に
と
っ
て
は
非
常
に
迷
惑

な
こ
と
で
す
。
良
か
れ
と
思
っ

て
や
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
他

人
に
と
っ
て
は
不
快
に
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ま

一
度
、
犬
の
習
性
や
飼
い
方
の

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

増
え
続
け
る
野
犬

　

野
犬
が
増
え
続
け
る
最
大
の

原
因
は
、
不
要
に
な
っ
た
犬
を

無
責
任
に
捨
て
る
人
が
い
る
か

ら
で
す
。
子
犬
が
産
ま
れ
た
も

の
の
自
宅
で
は
飼
え
ず
、
誰
か

が
拾
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
軽

い
気
持
ち
で
捨
て
て
し
ま
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
子
犬
が
お

腹
を
空
か
せ
て
徘は

い

徊か
い

し
て
い
る

と
、
可
哀
想
だ
と
い
っ
て
エ
サ

を
や
り
続
け
る
人
が
お
り
、
や

が
て
子
犬
が
成
犬
と
な
っ
て
さ

ら
に
繁
殖
が
進
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

役
場
で
で
き
る
対
策
と
し
て

は
、
捕
獲
箱
の
貸
し
出
し
を
行

な
っ
て
お
り
、
エ
サ
な
ど
の
管

理
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

し
、
捕
獲
で
き
れ
ば
役
場
が
保

健
所
ま
で
移
送
し
て
い
ま
す
。

命
を
預
か
る
責
任

　

犬
を
飼
う
こ
と
は
、
そ
の
一

生
を
責
任
も
っ
て
面
倒
見
る

こ
と
で
す
。
飼
い
犬
（
生
後
91

日
以
上
）
は
生
涯
に
一
度
の
登

録
と
、
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
４
月
に
町
内
各
所
を

巡
回
し
て
集
合
注
射
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
犬
を
飼
育
し
て

い
る
人
は
必
ず
受
け
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
予
防
注
射
を
接
種
し

た
際
に
は
注
射
済
票（
有
料
）を

交
付
し
ま
す
の
で
、
注
射
済
票

を
交
付
し
な
い
獣
医
師
な
ど
で

接
種
し
た
場
合
に
は
、
環
境
衛

生
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

犬
は
マ
ナ
ー
を

犬
は
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

初
心
者
狩
猟
講
習
会

日
時　

８
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

２
日
間

　
　
　

10
時
〜
16
時

会
場　

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

※
講
習
会
の
受
講
料
と
交
通
費

は
全
額
補
助
し
ま
す
。

※
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
に

は
、
こ
の
講
習
会
と
は
別
に
、

狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
し
、

合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
期
間
が
ま
だ
決
定
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
受
験
ご
希

望
の
方
は
、
農
林
水
産
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
試
験

第
１
回

日
時　

８
月
18
日
㈰

　
　
　

９
時
〜

会
場　

県
庁　

申
込
期
間　

７
月
16
日
㈫

〜
８
月
５
日
㈪

第
２
回
（
わ
な
猟
の
み
）

日
時　

８
月
25
日
㈰

　
　
　

13
時
〜

会
場　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　

７
月
16
日
㈫

〜
８
月
５
日
㈪

第
３
回
（
わ
な
猟
の
み
）

日
時　

８
月
31
日
㈯

　
　
　

９
時
〜

会
場　

県
庁

申
込
期
間　

７
月
16
日
㈫

〜
８
月
27
日
㈫

第
４
回

日
時　

９
月
１
日
㈰

　
　
　

９
時
〜

会
場　

県
庁

申
込
期
間　

７
月
16
日
㈫

〜
８
月
27
日
㈫

※
町
の
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕

獲
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
方
に
は
、
狩
猟
免
許
試
験

の
受
験
料
お
よ
び
狩
猟
免
許

取
得
者
の
狩
猟
登
録
に
係
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

　

☎
７
５
―
１
９
０
０

狩
猟
免
許
講
習
に
つ
い
て

狩
猟
免
許
講
習
に
つ
い
て

　

７
月
16
日
㈫
〜
31
日
㈬
の

間
、「
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願
い
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
海
難
防

止
強
調
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

海
に
出
か
け
る
際
は
、
最
新

の
天
気
を
確
認
し
て
、
無
理
の

な
い
計
画
を
立
て
、
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
事
故
が
発
生
し
た

時
は
、
海
上
保
安
庁
「
１
１
８

番
」
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

海
難
防
止
強
調
運
動
高
松
・

東
讃
・
小
豆
島
地
区
推
進

連
絡
会
議

問
い
合
わ
せ
先　

高
松
海
上
保

安
部　

航
行
安
全
課

　

☎
０
８
７
―
８
２
１
―
7
０
０
８ 

日
時　

７
月
20
日
㈯10

時
〜
15
時 

場
所　

小
豆
島
ふ
る
さ
と
村

内
容　

カ
ヌ
ー
教
室
・
救
急
法

講
習
会
・
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
等

定
員　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

参
加
料 

小
学
生
以
上

１
，２
０
０
円 

申
込
締
め
切
り　

7
月
５
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

香
川
県
地
区

小
型
船
安
全
協
会

　

☎
０
８
７
―
８
１
３
―
３
５
６
１ 

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

親
子
海
洋
教
室
参
加
者
募
集

カ
ヌ
ー
や
救
急
法
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
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❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

304Kcal
　10.3ｇ
　14.4ｇ
17mg
　2.4ｇ

今年のテーマ　 ～オリーブオイルを使ったレシピ～

かた焼きそうめん

（小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

そうめん　
豚肉
にんじん
ピーマン
もやし
きくらげ
生姜すりおろし
オリーブオイル

Ⓐ

鶏がらスープの素
水
酒
砂糖
しょうゆ
片栗粉
水
ごま油

4束
120ｇ
40ｇ
80ｇ
80ｇ
2ｇ

１かけ分
大さじ４

大さじ2
600ｍｌ
大さじ3
大さじ2
大さじ1
大さじ4
大さじ6
小さじ1

そうめんは茹でて水気をきっておく。
豚肉は食べやすい大きさに切る。にんじんは短冊切り、ピー
マンはにんじんに合わせて切る。きくらげは水でもどし、一
口大に切っておく。
鍋にオリーブオイル大さじ１と生姜すりおろし、豚肉を入れ
て炒め、野菜、きくらげを加えてさらに炒める。炒まったら
Ⓐを加え煮たたせる。
フライパンに、残りのオリーブオイルの１/４量を熱し、そ
うめんを平らにしてカリッとするまで両面を焼く。これを４
人分繰り返す。
②に水溶き片栗粉でとろみをつけ、最後にごま油を回し入れる。
③をそれぞれ皿に盛り、④を上からかける。

①

②

③

④
⑤

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区

７月11日 西村・草壁・安田・橘・岩谷・当浜・
福田・吉田

７月18日 池田・蒲生・中山

７月25日 西村・草壁・安田・馬木・苗羽・古江・
堀越・田浦・坂手

※７月４日はお休みします。
申し込み先　健康づくり福祉課 国保係　☎82－7038

{
{

無
駄
の
な
い
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜

〜
み
ん
な
で
国
保
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
〜

第
２
回

第
２
回

　

前
回
、
国
民
健
康
保
険
は
皆

さ
ん
の
保
険
と
い
う
お
話
を
し

ま
し
た
。

　

こ
の
保
険
制
度
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
健
康
診
断
な
ど

を
受
け
て
健
康
管
理
に
努
め
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ

れ
以
外
に
も
、
家
計
に
優
し
い

無
駄
の
な
い
受
診
を
心
が
け
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
何
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

◎
重
複
受
診
を
し
な
い
！

　

重
複
受
診
と
は
、
同
じ
病
気

で
次
々
と
病
院
を
変
え
て
受
診

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

そ
の
都
度
初
診
料
が
か
か
っ

た
り
、
同
じ
検
査
や
投
薬
な
ど

で
窓
口
負
担
が
多
く
な
っ
た
り

す
る
う
え
に
、
体
に
も
負
担
が

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◎
頻
回
受
診
を
し
な
い
！

　

頻
回
受
診
と
は
、
月
の
通
院

回
数
が
複
数
回
に
な
っ
て
い
る

状
態
を
い
い
ま
す
。

　

医
師
の
指
示
も
な
く
た
び
た

び
受
診
す
る
と
医
療
費
の
無
駄

に
な
り
ま
す
。

　

１
か
月
の
通
院
日
数
が
10
日

以
上
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、

本
当
に
必
要
な
通
院
か
ど
う
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
薬
の
も
ら
い
す
ぎ
に
注
意

を
！

　

薬
が
余
っ
て
い
る
の
に
同
じ

量
を
も
ら
っ
た
り
す
る
と
、
自

分
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

必
要
な
量
だ
け
を
も
ら
う
た
め

に
、「
お
薬
手
帳
」
を
作
っ
て

服
薬
歴
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
疑
問
が
あ
れ
ば
医
師

や
薬
局
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

１
人
ひ
と
り
で
、
医
療
機
関

へ
の
か
か
り
方
を
も
う
一
度
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年

度
ま
で
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨

が
さ
し
控
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が
開
発

さ
れ
、
現
在
は
通
常
通
り
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

標
準
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
３
歳
で
、
１
期
（
２
回
接

種
）、
４
歳
で
、
１
期
追
加
（
１

回
接
種
）、
９
歳
で
、
２
期
（
１

回
接
種
）
の
合
計
４
回
で
接
種

が
完
了
し
ま
す
。

　

平
成
７
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
は
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

が
不
十
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
１
期
、
２
期
の

接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
20
歳
の
誕
生
日
の
２
日
前

ま
で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
確

認
し
、
早
目
に
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。（
２
期
は
９
歳
に

な
っ
て
か
ら
接
種
で
き
ま
す
。）

＊
予
診
票
は
、
医
療
機
関
、
健

康
づ
く
り
福
祉
課　

ま
た
は

池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り

　

福
祉
課

☎
８
２
―

７
０
３
８

島内接種可能医療機関 電話番号 予約受付時間

内 海 病 院 82－2121 月～金16：00～17：00

池田内科クリニック 75－1313 診療時間内

土 庄 中 央 病 院 62－1211 月～金9：00～17：00

外 園 医 院 62－0749 診療時間内

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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保
険
料
の
計
算
方
法

年
間
保
険
料（

限
度
額
55
万
円
）

　
　
　
　
　

＝
均
等
割
額　

４
７
，２
０
０
円

　
　
　
　
　

＋

所
得
割
額　

基
礎
控
除
後
の
総

　

所
得
金
額
等
×
所
得
割
率

８
・
８
１
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

保
険
料
の
賦
課
期
日
は
、
４

月
１
日
で
す
。
た
だ
し
、
年
度

途
中
に
被
保
険
者
資
格
を
取
得

し
た
方
の
賦
課
期
日
は
、
資
格

取
得
日
と
な
り
ま
す
。

※
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額

等
と
は
、
通
常
総
所
得
金
額

か
ら
基
礎
控
除
（
33
万
円
）

の
み
を
控
除
し
た
額
の
こ
と

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
付
方
法

１　

平
成
25
年
４
月
、
６
月
、

支
給
分
の
年
金
か
ら
保
険
料

が
天
引
き
（
仮
徴
収
）
さ
れ

た
方

　

確
定
し
た
保
険
料
額
か
ら
、

４
月
、
６
月
、
８
月
に
天
引
き

さ
れ
た
保
険
料
を
差
し
引
き
、

差
額
が
10
月
、
12
月
、
２
月
支

給
分
の
年
金
か
ら
３
回
に
分
け

て
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

２　

１
以
外
の
方

①
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に

よ
り
納
付
さ
れ
る
方
は
、
８

期
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

②
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
保

険
料
の
天
引
き
が
開
始
さ
れ

る
方

　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

り
保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
10
月
以
降
は
、
10
月

支
給
分
以
降
の
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

③
７
月
以
降
に
被
保
険
者
資
格

を
取
得
さ
れ
る
方

　

平
成
25
年
度
は
、
納
付
書
に

よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
通
知
書
等
は

資
格
取
得
後
に
送
付
し
ま

す
。）

納
付
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

　

保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
い
る
方
で
、
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
を
ご
希
望
の
方

は
、
税
務
課
ま
た
は
池
田
窓
口

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
８
２
―

７
０
０
３

　

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合　

　

☎
０
８
７
―
８
１
１
―
１
８
６
６

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
被
保
険
者
の
平
成
24
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
「
所
得

割
額
」
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
の
方
に
は
、
７
月

中
旬
頃
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
平
成
平
成
2525
年
度　

後
期
高
齢
者
医
療

年
度　

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　

保
険
料
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

保
険
料
額
の
決
定
に
つ
い
て

平成25年度納期限

第１期　 ７月31日㈬
第２期　 ９月２日㈪
第３期　 ９月30日㈪
第４期　 10月31日㈭
第５期　 12月２日㈪
第６期　 １月６日㈪
第７期　 １月31日㈮
第８期　 ２月28日㈮

　

乳
が
ん
お
よ
び
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
健
康
づ
く
り
福
祉
課
・
健
康
づ
く

り
係
（
☎
８
２
―
７
０
３
８
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

  

平
成
23
年
度
に
受
診
さ
れ
た
方
は
、
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ご
案
内
が
届
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
日
時
な
ど
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

22
年
に
一
度
は
、
乳
が
ん
・

年
に
一
度
は
、
乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

〈乳がん検診〉

〈子宮頸がん検診〉

検診日時 会　場 対 象 者 内　　容 自己負担額 申込締め切り日
７月11日㈭
 9：30～11：30
 13：00～14：30

イマージュ
セ ン タ ー

40歳以上
の女性

視触診
マンモグラ
フィー

１方向
（50歳以上）
1,700円

２方向
（40歳代）
2,000円

７月４日㈭

７月12日㈮
 9：30～11：30
 13：00～14：30

内 海
福 祉 会 館

７月13日㈯
 9：30～11：30
 13：00～14：30

イマージュ
セ ン タ ー

７月22日㈪
 9：30～11：30
 13：00～14：30

草壁公民館

７月23日㈫
 10：00～11：30 福田公民館

検診日時 会　場 対 象 者 内　　容 自己負担額 申込締め切り日
８月８日㈭
 14：00～15：30

内 海
福 祉 会 館

20歳以上
の女性 頸部細胞診 1,100円 ７月26日㈮８月９日㈮

 14：00～15：30 草壁公民館

８月11日㈰
 14：00～15：30

イマージュ
セ ン タ ー

※生活保護世帯の方は無料ですので、検診会場でお申し出ください。
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
送
付
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
送
付
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期

限
が
７
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
８
月
か
ら
ご
使
用
い
た
だ

く
新
た
な
被
保
険
者
証
は
、
７

月
13
日
以
降
に
被
保
険
者
１
人

に
１
枚
ず
つ
「
黄
色
の
封
筒
」

で
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

※
７
月
20
日
に
な
っ
て
も
、
被

保
険
者
証
が
届
か
な
い
場
合

は
、
健
康
づ
く
り
福
祉
課
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証

　

黄
色
の
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
で
、

左
右
の
端
に
黄
緑
色
の
ラ
イ
ン

が
あ
り
ま
す
。

　

台
紙
か
ら
、
被
保
険
者
証
部

分
を
は
が
し
て
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
紛
失
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
を
受
け
取
っ
た
ら

　

被
保
険
者
証
等
に
記
載
さ
れ

て
い
る
内
容
に
間
違
い
が
な
い

か
確
認
し
て
、
間
違
い
が
あ
る

場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
健

康
づ
く
り
福
祉
課
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者

証
の
返
還

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

は
、
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
健
康
づ
く
り
福

祉
課
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

　

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合　

☎
０
８
７
―

８
１
１
―
１
８
６
６

　

平
成
25
年
度
の
住
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
の
方
は
、
申
請
に

よ
り
、
８
月
１
日
以
降
適
用
の

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
認
定
証
は
、
医
療
機
関

等
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
窓
口
で
の
一
部
負
担
金

や
入
院
の
際
の
食
事
代
が
減
額

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

課
税
世
帯
で
70
歳
未
満
の
方

も
申
請
に
よ
り
、「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
の
交
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
食
事

代
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
・
被
保
険
者
証

　
・
印
鑑

　
・
本
人
ま
た
は
世
帯
員
が
平
成

25
年
１
月
１
日
に
町
内
に
居

住
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の

方
の
平
成
25
年
度
の
非
課
税

証
明
書

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り

　

福
祉
課　

☎
82
―
７
０
３
８

　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
家

族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
が
行
え
る
よ
う
、
認

知
症
に
関
す
る
相
談
に
対
応

し
、
必
要
に
応
じ
て
診
察
を
し

た
り
、
認
知
症
専
門
医
療
機
関

の
紹
介
、
保
健
医
療
、
福
祉
、

介
護
関
係
者
の
連
携
の
も
と
支

援
を
行
っ
て
い
く
機
関
で
す
。

　

認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
心

配
事
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
時
間　

月
〜
金
（
祝

祭
日
は
除
く
）
９
時
〜
17
時

相
談
方
法　

来
院
相
談
・
電
話

相
談
・
メ
ー
ル
等
で
の
相
談

（
来
院
相
談
を
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
日
時
等
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
）

※
状
況
に
よ
り
、
ご
自
宅
や
事

業
所
等
に
相
談
員
が
訪
問
し

て
お
話
を
き
く
こ
と
も
可
能

で
す
。

相
談
料　

無
料

相
談
内
容　

介
護
相
談
・
初
診

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

前
相
談
・
お
薬
に
つ
い
て　

な
ど

相
談
対
象
者　

ご
家
族
・
ご
本

人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
担
当
窓
口　

森
川
宏
美　

（
精
神
保
健
福
祉
士
）

所
在
地　

池
田
２
５
１
９
―
4

（
小
豆
島
病
院
内
）

　

☎
７
５
―
０
５
７
９（
直
通
）

　

E-m
ail

　

info@
syodoshim

a-hp.jp

　

H
P

　

http://w
w
w
.syodoshim

a-
hp.jp/     

　視覚障がい者や目に不自由さを感じてい
る方およびその家族や関係者を対象に、福
祉制度の説明、パソコン・歩行などの訓練
や便利グッズの紹介などを行う相談会を次
のとおり開催します。
日時　７月13日㈯　10時～14時
場所　内海庁舎１階　第１・第２相談室
※香川県視覚障害者福祉センターの職員お
よびボランティア団体「ふれあいてんて
ん」のスタッフが個別に応対します。相
談は無料です。直接、会場へお越しくだ
さい。

問い合わせ先
　●香川県視覚障害者福祉センター　
　　☎087－812－5563
　E-mail：k.shikaku.reha@rondo.ocn.ne.jp
　●ふれあいてんてん
　　☎090－7147－7151

視覚障がい者生活相談会開催のお知らせ
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免
除
の
場
合
は
、
受
け
取
る

年
金
額
は
全
額
納
付
し
た
場
合

に
比
べ
少
な
く
な
る
も
の
の
、

老
齢
年
金
な
ど
の
受
給
資
格
を

み
る
場
合
に
必
要
な
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。
納
付
猶
予
の
場

合
に
は
、
年
金
の
受
給
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以

外
は
免
除
と
同
じ
で
す
。
ま
た
、

免
除
、
納
付
猶
予
い
ず
れ
の
場

合
も
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
住

民
課
住
民
年
金
係
ま
た
は
池
田

窓
口
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付

猶
予
の
継
続
申
請
に
つ
い
て

　

全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納

付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
方
が

翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
翌
年
度
以
降

も
引
き
続
き
申
請
を
行
う
旨
を

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
、
翌
年
度
以
降
の
申
請
書

の
提
出
を
省
略
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
審
査
を
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
た
と
え
所

得
が
な
い
場
合
で
も
必
ず
住
民

税
の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
失
業
や
災
害
な
ど
を

理
由
と
し
て
承
認
を
受
け
た
場

合
や
一
部
免
除
（
4
分
の
1
免

除
、
半
額
免
除
、
4
分
の
3
免

除
）
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
翌
年
度
も
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係　

　

☎
８
２
―
７
０
０
５

　

池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
５
―

　

０
５
５
７

　

高
松
東
年

　

金
事
務
所

　

☎
０
８
７

　

―
８
６
１

　

―
３
８
６

　

７

　

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額
１
５
，０
４
０

円
で
す
が
、
経
済
的
な
理
由
や
天
災
・
失
業
等
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
手
続
き
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険

料
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
免
除
制
度
お
よ
び

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

　

オ
リ
ー
ブ
の
産
地
育
成
と
生

産
技
術
向
上
の
た
め
、
オ
リ
ー

ブ
生
産
農
家
を
対
象
に
園
地
の

品
評
会
を
行
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】　

7
月
１
日
㈪
〜

8
月
９
日
㈮

　【
審
査
時
期
】　

9
月
上
旬

【
審
査
項
目
】　

園
地
お
よ
び
立

ち
木
の
管
理
状
況
、
結
果
量

な
ど

【
出
品
要
件
】　

①
出
品
園
地
は
、

　

概
ね
２
ａ
（
２
０
０
㎡
）
以

上
と
し
、
出
品
は
1
生
産
者

1
筆
と
し
ま
す
。

　

②
出
品
者
は
、
小
豆
郡
内
で

果
実
出
荷
を
目
的
と
し
て
出

品
園
地
を
自
ら
管
理
し
て
い

る
生
産
者
で
あ
る
こ
と
と
し

ま
す
。

【
表
彰
】　

審
査
の
結
果
、
平
成

26
年
2
月
ご
ろ
開
催
予
定
の

冬
季
栽
培
管
理
講
習
会
で
表

彰
し
ま
す
。（
県
知
事
賞
な

ど
5
点
）

【
主
催
】　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
振

興
協
議
会
（
事
務
局
：
香
川

県
小
豆
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

オ
リ
ー
ブ
課☎

８
２
―

７
０
１
８

　

土
庄
町
農
林
水
産
課

☎
６
２
―

７
０
０
７

オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

①
果
実
の
生
育
を
促
す
た
め
、

梅
雨
明
け
か
ら
８
月
下
旬
ま

で
は
十
分
な
か
ん

水
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

②
台
風
到
来
に
備
え
、

支
柱
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
樹
幹
は

ど
ん
ど
ん
太
く
な

る
の
で
、
固
定
し

て
い
る
紐
が
木
に
食
い
込
ん

で
い
な
い
か
、
切
れ
て
い
な

い
か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

台風時には支柱（「八掛け」
方式）で、倒伏の被害を軽
減することができます

オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会　
出
品
者
募
集

日
時　

８
月
２
日
㈮

　

13
時
15
分
〜
17
時

場
所　

土
庄
町
総
合
会
館

対
象
者　

 

危
険
物
取
扱
者
免
状

の
交
付
を
受
け
て
、
現
に
危

険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し

て
い
る
者
。

　
　

た
だ
し
、
平
成
23
年
４
月

１
日
以
降
に
、
危
険
物
取
扱

者
免
状
の
交
付
ま
た
は
保
安

講
習
を
受
け
た
者
お
よ
び
、

現
在
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
な
い
者
は
、
受

講
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
受
講
申
請
書
は
各
消
防
署
に

置
い
て
い
ま
す
。
定
員
（
55

名
）
に
達
し
次
第
締
め
切
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

小
豆
地
区
消
防
本
部
予
防
課

☎
６
２
―
２
２
２
０

　

内
海
分
署

　

☎
８
２
―

　

０
１
１
９

　

池
田
分
署

　

☎
７
５
―

　

１
１
１
１

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

の
お
知
ら
せ
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※中山ホタルの里では、国蝶オオムラサキが飛び始めています。見学したい方は、お問い合わせください。
問い合わせ先　一粒の種　事務局　安井　☎090－4507－2155

療の現場にふれて

界で一つだけの美術館

ートで地域おこしを

なる飛躍を

内海病院ふれあい看護体験

「中山自然美術館」オープン

3人目の地域おこし協力隊員に岡村美紀さん決定

大相撲十両優勝の琴勇輝関、内海中学校に優勝報告

　5月18日、内海病院で、一般の方や高校生9名が
参加して、「ふれあい看護体験」が行われました。
　体験では、助産師や看護師の皆さんといっしょ
に赤ちゃんの水分補給や食事介助などを体験した
後、手術前の手洗いや手術着の着用体験を行いま
した。
　体験の最後には、10年前のSARS発生時に活用
された防護服の試着など、普段経験できない貴重な
1日を過ごしていました。

　6月7日、中山ホタルの里で、瀬戸内国際芸術祭
の参加作家佐藤隼さんと瀬戸内国際芸術祭の公認
グッズのデザインなどを手掛けたアーティストの寺
井茉莉子さんらが作成した壁画「育つ場所」が完成
し、お披露目会が行われました。
　佐藤さんたちは、壁画の完成とともに、ホタルの
飼育などに取り組む「一粒の種」（代表：亘和彦さん）
の皆さんと一緒に作品のある場所一帯を「中山自然
美術館」としてオープンし、今後さまざまな活動を
行っていく予定です。

　新しい地域おこしの風を吹き込む3人目の地域お
こし協力隊員にアーティストの岡村美紀さんが決定
し、6月6日、委嘱式が行われました。
　岡村さんは、瀬戸内国際芸術祭の参加作家ヤノベ
ケンジさんが構想し、ノアの方舟に乗った人々が希
望の島である小豆島にたどりつき新しい神話を創り
出す物語を表現した、坂手港待合所の35メートル
の巨大な壁画「小豆島縁起絵巻」を描いた絵師で、
アートの力をいかした地域おこしが期待されます。

　大相撲の西十両3枚目で迎えた5月場所で、初日から
好調を維持し13勝2敗で見事優勝を果たした琴勇輝関
が、5月30日、母校の内海中学校に優勝の報告に訪れ
ました。
　内海中学校では、後輩たちから記念の花束と激励の
メッセージが贈られ、7月場所での幕内復帰が確実視さ
れる琴勇輝関は、「皆さんの応援が力になり優勝できま
した。来場所はさらに強い相手との取り組みになるが、
勝ち越しをめざして頑張りたい」と話していました。

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎75－1800

医

世

ア

更
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7月
July

く
ら
し
の
情
報

⑤
家
賃
・
共
益
費
・
自
治
会
費

お
よ
び
敷
金
（
３
か
月
分
）

を
納
め
ら
れ
る
方

⑥
申
込
者
と
同
等
以
上
の
収
入

が
あ
り
、
町
内
居
住
者
で
あ

る
連
帯
保
証
人
を
た
て
ら
れ

る
方
（
２
名
で
、
町
営
住
宅

に
入
居
し
て
い
な
い
方
）

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
方
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と

入
居
者
の
決
定

　

公
開
抽
選
に
よ
り
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
建
設
課
管
理
係

（
☎
８
２
―
７
０
０
９
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
一
般
行
政
職
（
上
級
）

１
名
程
度

　

昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業

し
た
方
ま
た
は
平
成
26
年
3
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

②
消
防
職
員
（
初
級
）１

名
程
度

　

昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

　

平
成
25
年
９
月
１
日
か
ら
内

海
病
院
に
勤
務
す
る
臨
時
職
員

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格　

①
臨
時
事
務
員　
　

１
名
程
度

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
エ
ク
セ
ル
、

ワ
ー
ド
等
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方

②
臨
時
言
語
聴
覚
士

１
名
程
度

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
言
語
聴
覚
士

免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

応
募
期
間

　

７
月
１
日
㈪
〜
26
日
㈮

応
募
用
紙
の
請
求

　

小
豆
島
町
役
場（
池
田
庁
舎
）

総
務
課
☎
７
５
―
１
７
０
０

　

内
海
病
院
☎
８
２
―
２
１
２
２

応
募
用
紙
の
提
出

　

７
月
26
日
㈮
ま
で
に
総
務
課

募
集

R
ecru
itm
en
t

内
海
病
院
職
員
募
集

ま
で

　
　

郵
送
の
場
合
は
、
７
月
23

日
㈫
消
印
ま
で

募
集
団
地　

橘
団
地
２
―
２
号
室

募
集
戸
数　

１
戸

募
集
期
間　

７
月
２
日
㈫

　

〜
10
日
㈬

家
賃　

入
居
世
帯
の
所
得
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

申
し
込
み
の
資
格

①
小
豆
島
町
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
場
所
が
あ
る
方
で
現
に

住
宅
に
困
っ
て
い
る
事
が
明

ら
か
な
方

②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

方
（
原
則
60
歳
以
上
の
方
・

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
【
手

帳
１
〜
４
級
】
な
ど
は
、
１

人
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。）

③
申
込
者
と
同
居
者
全
員
の
所

得
を
合
算
し
、
控
除
額
を
差

し
引
い
た
月
収
額
が
収
入
基

準【
月
収
15
万
８
千
円
以
下
】

に
該
当
し
て
い
る
方

④
町
税
お
よ
び
町
が
定
め
て
い

る
使
用
料
、
手
数
料
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
方

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
正
規
職
員
募
集

　

昨
年
初
め
て
小
豆
島
町
内
で

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
が
、
5
月
下
旬
、
再
度

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
突
か
れ

る
と
驚
い
て
死
ん
だ
マ
ネ
を
す

る
習
性
が
あ
り
、
攻
撃
性
も
無

く
お
と
な
し
い
ク
モ
で
す
が
、

強
い
毒
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、

見
つ
け
て
も
絶
対
に
素
手
で
触

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

体
の
特
徴

　

毒
が
あ
る
成
体
の
メ
ス
は
約

10
〜
15
㎜
で
、
全
体
的
に
黒
色

ま
た
は
濃
い
褐
色
で
す
。
特
に

腹
部
の
背
の
部
分
に
赤
色
の
帯

状
の
模
様
が
あ
る
の
が
特
徴
で

す
。

生
息
場
所

　

次
の
よ
う
な
、
日
当
た
り
が

良
く
暖
か
い
と
こ
ろ
や
、
昆
虫

な
ど
の
餌
が
豊
富
な
と
こ
ろ
に

生
息
し
て
い
ま
す
。

＊
花
壇
ま
わ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

　

窪
み
や
穴

＊
排
水
溝
の
側
面
や
フ
タ
の
裏

　

側　
　
　
　
　
　
　

な
ど

駆
除
方
法
と
対
策

　

見
つ
け
た
ら
、
市
販
の
殺
虫

剤
を
か
け
る
か
、
靴
で
踏
み
つ

ぶ
し
て
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　

卵
嚢（
卵
の
入
っ
て
い
る
袋
）

は
殺
虫
剤
の
効
き
が
薄
い
た
め
、

踏
み
つ
ぶ
す
か
焼
却
し
て
く
だ

さ
い
。

咬
ま
れ
た
と
き
は

　

咬
ま
れ
た
と
き
は
針
で
刺
さ

れ
た
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
、
そ

の
後
、咬
ま
れ
た
周
り
が
腫
れ
、

熱
く
な
り
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
全
身
に
広
が
り
ま
す
。
悪

化
す
る
と
、
四
肢
の
痛
み
や
腹

痛
、
痙
攣
な
ど
が
現
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
病
院
で
治

療
を
う
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

も
し
、
発
見
し
た
場
合
に
は

環
境
衛
生
課
（
☎
８
２
―
７
０

０
８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。メスの成体

　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意
！

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意
！
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相
談

A
d
v
ice

9
時
〜

④
…
別
途
通
知

第
１
次
試
験
場
所

①
②
③
共
通
…
香
川
大
学
法
・

経
済
学
部

④
…
別
途
通
知

申
込
書
類
請
求
開
始
日

①
②
③
④
共
通
…
7
月
5
日
㈮

申
込
期
間　

①
②
③
共
通
…
7
月
11
日
㈭
〜

8
月
21
日
㈬
ま
で
の
平
日
9

時
か
ら
17
時
（
郵
送
の
場
合

は
期
間
内
必
着
）

④
…
随
時
（
採
用
予
定
者
数
に

達
し
た
時
点
で
終
了
と
し
ま

す
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
事
務
局

　

☎
６
２
―
６
５
６
５

日
時　

7
月
13
日
㈯
〜
9
月
1

日
㈰　

9
時
〜
17
時

場
所　

二
十
四
の
瞳
映
画
村

内
容　

風
鈴
に
『
二
十
四
の

瞳
』
の
子
ど
も
達
の
呼
び
名

や
壺
井
栄
の
作
品
名
を
染
め

た
布
短
冊
を
付
け
て
吊
る
し

③
老
人
ホ
ー
ム
介
護
職
員
（
技

能
職
）　　
　
　
　
　
２
名
程
度

　

昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

④
老
人
ホ
ー
ム
看
護
師１

名
程
度

　

昭
和
38
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
方

②
③
共
通
…
高
校
を
卒
業
し
た

方
ま
た
は
平
成
26
年
3
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

①
②
③
④
共
通
…
普
通
自
動
車

運
転
免
許
（
②
は
Ｍ
Ｔ
車
）

を
有
す
る
方
ま
た
は
採
用
予

定
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

方
。
日
本
国
籍
を
有
し
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

し
な
い
こ
と

申
込
書
類

①
②
③
④
共
通
…
申
込
書
、
履

歴
書
（
指
定
の
も
の
）、
自

動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

①
②
③
共
通
…
最
終
卒
業
学
校

の
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業

見
込
証
書
（
卒
業
証
書
の
写

し
可
）

②
④
…
健
康
診
断
書

④
…
看
護
師
免
許
証
の
写
し

採
用
予
定
年
月
日

①
②
③
共
通
…
平
成
26
年
4
月

1
日

④
…
随
時

第
１
次
試
験
日

①
②
③
共
通
…
9
月
22
日
㈰　

ま
す
。
目
と
耳
で
壺
井
栄
の

文
学
の
世
界
と
涼
を
感
じ
て

い
た
だ
く
催
し
で
す
。

観
覧
料　

無
料
（
二
十
四
の
瞳
映

画
村
入
場
に
別
途
料
金
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ
先　

壺
井
栄
文
学

館　

☎
８
２
―
５
６
２
４

　

E-m
ail sakae@

24-hitom
i.jp

日
時　

７
月
５
日
㈮

14
時
〜
（
約
1
時
間
）

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

費
用　

無
料
（
筆
記
具
等
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。）

講
師　

四
国
税
理
士
会
土
庄
支

部
長　

岡　

英
一
税
理
士

申
込
締
め
切
り　

7
月
1
日
㈪

主
催
・
申
し
込
み
先

　

公
益
社
団
法
人　

小
豆
島
法

人
会　

☎
６
２
―
４
３
０
３

共
催

　

四
国
税
理
士
会
土
庄
支
部

　

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」強
調
月
間
で
す
。
犯
罪

を
犯
し
た
人
や
、
非
行
の
あ
る

少
年
の
更
生
な
ど
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
、
犯

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心

な
地
域
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、
電
力
需

要
が
増
加
す
る
夏
季
に
お
い

て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
で
実
践
で
き

る
具
体
的
な
省
エ
ネ
・
節
電
メ

ニ
ュ
ー
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
政
府
の
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト「
節
電.go.jp

」で
公
開
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

経
済
産
業
省

　
☎
０
３
―
３
５
０
１
―
１
５
１
１（
代
表
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://setsuden.go.jp

テ
ー
マ　

｢

心
新
た
に
生
き
る
」

日
時　

7
月
18
日
㈭
・
19
日
㈮

18
時
50
分
〜
21
時
30
分
（
受

付
：
18
時
30
分
〜
）

会
場　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

講
師　

㈶
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

社
会
教
育
講
師

　

一
角 

昌
博
・
藤
岡 

知
恵
子

参
加
費　

２
，０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
２
７
０
円
が
別
途
必
要
）

後
援　

文
部
科
学
省
・
香
川
県

教
育
委
員
会
・
小
豆
島
町
教
育

委
員
会
・
土
庄
町
教
育
委
員
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　

☎
６
２
―
１
２
２
６

　

公
的
年
金
に
つ
い
て
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
委
託
さ
れ
た
社

会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

①
７
月
12
日
㈮

　

 

10
時
〜
15
時

　

②
７
月
17
日
㈬

　

10
時
〜
15
時

場
所　

①
内
海
庁
舎
研
修
室　

　

②
池
田
庁
舎
第
３
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
他
、
運
転

免
許
証
等
ご
本
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
で
き
る
物
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
が

来
ら
れ
る
際
に
は
、
委
任
状

お
よ
び
依
頼
を
受
け
た
ご
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係

　

☎
８
２
―
７
０
０
５

第
19
回　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯

学
習
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

壺
井
栄
文
学
館
企
画
展

風
鈴
と
言
葉
の
涼
展

決
算
月
を
迎
え
る
島
内
・
町
内

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

決
算
説
明
会
の
お
知
ら
せ

経
済
産
業
省
「
夏
季
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
・
節
電
ア
ク
シ
ョ

ン
運
動
」
実
施
中
！

第
63
回
『
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
』
〜
犯
罪
や
非
行
を

防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜



2013.719

（敬称略）

介護老人保健施設整備基金へ
　▷赤木　健二（坂手）
内海病院整備基金へ
　▷髙橋　豊敏（神懸通）

寄　付みなさんからの

　▷佐伯陽一郎（香川県高松市）
ふるさと納税（寄付）

7月1日から7日は、第86回全国安全週間です

今月の納税

●固定資産税
●後期高齢者医療保険料

２期
１期

納期限
7月31日㈬です。
※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。

町内の
【５月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 4 29 33
負 傷 者 4 38 40
死 亡 者 0 0 1

火　　災 0 4 5
救　　急 64 275 288

リサイクル情報
（5・6月受付分）

７月　くらしのカレンダー

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力をお伝
えしています。７月は、海開き・オリーブビーチ、内海フェリー、こえび隊、寒霞渓納涼
まつり、瀬戸芸夏会期（ウマキキャンプ・福田特集）などの話題をお届けする予定です。

　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　　　　周波数78.6MHz 毎週火曜日 8：25～8：30

【譲ります】

【求めます】

生ゴミ処理機
一輪車　 15インチ（小学5・6年用）
簡易ベッド　　　 折りたたみ式

ナタ
チャイルドシート　　乳児用
幼稚園　　　　　　　カラー帽子
ラジカセ　　　　　　　　　　　
　　　　カセットが使用できるもの
杵
臼
羽釜 

無償
無償
無償

無償
無償
無償
無償

無償
無償
無償

マッサージチェア、蚊帳はリサイクルでき
ました。
ご協力ありがとうございました。

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

お買い物は
地元商店を
使いましょう

}

1日 月
2日 火
3日 水
4日 木 2歳児歯科健診　　 13：30～14：30受付

（対象児：平成22年9月～平成23年2月生まれ）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 イマージュセンター

5日 金
6日 土 中山千枚田の虫送り
7日 日
8日 月
9日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階　第1相談室

内海病院健康教室　14：00～15：30　内海病院3階 大会議室
　　テーマ『おしっこの悩みについて』

10日 水
11日 木
12日 金
13日 土
14日 日 小豆島町防災訓練
15日 月
16日 火 思春期相談　　　　14：30～16：10　小豆総合事務所 東館1階デイケア室
17日 水 行政相談　　　　　13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室
18日 木 1歳6か月児健診　 13：15～14：15受付

　（対象児：平成23年11月1日～平成24年1月17日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　老人保健施設うちのみ

19日 金 家族相談　　　　　14：00～15：30　小豆総合事務所 東館2階会議室
20日 土 瀬戸内国際芸術祭2013　夏会期開幕
21日 日
22日 月
23日 火 行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室

心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター
24日 水
25日 木 4か月児健診 　 　 9：00～9：45受付

　（対象児：平成25年2月23日～4月25日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　老人保健施設うちのみ
10か月児健診 　 10：00～10：30受付
　（対象児：平成24年8月23日～10月25日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　老人保健施設うちのみ

26日 金 すくすくルーム　　10：00～10：15受付
　（対象児：平成25年5月生まれ）　　 イマージュセンター
ベビーサロン　　　10：00～12：00

27日 土
28日 日
29日 月
30日 火
31日 水



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
動
の

き

2013.7 20

５
月
11
日
か
ら
６
月　

日
ま
で

10

人　口
男　性
女　性
世帯数

15,516
7,304
8,212
6,653

人
人
人
世帯

（0人）
（△11人）
（11人）
（11）

（６月１日現在（　）内は前月比）

あとがき
（編集を終えて）

▽
例
年
に
な
く
雨
の
少

な
い
６
月
、
取
材
を
す

る
に
は
助
か
り
ま
す
が
、

水
不
足
が
心
配
で
す
。

▽
７
月
20
日
か
ら
は
、

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

の
夏
会
期
が
ス
タ
ー
ト
、

新
し
く
展
示
が
始
ま
る
作
品
や
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

【
お
め
で
た
】

◎
出　

生　

（
４
人
）

氏
名　

夫　
　
　

妻

地

区

沖
元　

佑
平
・
亜　

弥

室

生

赤
岩　

勝
貴
・　

愛　

草
壁
本
町

原　
　

匠
玄
・
幸　

代

堀

越

氏

名

歳
世
帯
主

地

区

福
谷
昭
宣
70
本

人

蒲

生

岡　

惠
子
79
滿

男

中

山

岡　

武
雄
83
本

人

室

生

八
木
マ
ス
ヱ

90
俊

忠

〃

三
木
富
江
86
陸

雄

二

面

三
好
昭
三
85
本

人

西

村

髙
橋
ミ
ヱ
子

89
本

人

神
懸
通

岡
田　

武
81
本

人
草
壁
本
町

丹
生
喜
代
子

82
美
喜
雄

〃

赤
ち
ゃ
ん
性
別

保
護
者

地

区

岡
本
愛ま

な

華か

女
弘

也

西

村

田
村
美み
沙さ
稀き

女
収

太

安

田

石
井
瑠る

花か

女
康

介

〃

畑
中
大た

い

輝き

男
将

弘

馬

木

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

◎
婚　

姻　

（
３
組
）

◎
死　

亡　

（
17
人
）

馬
谷
孔
司
72
本

人

安

田

増
田
終
子
80
耕

二

〃

森
下
ハ
ツ
コ

87
本

人

橘

竹
上
弘
明
73
本

人

坂

手

浮
石
幸
孝
82
本

人

〃

植
松
美
智
子

84
信

弘

〃

高
木
カ
ズ
子

79
本

人

福

田

久
米
カ
ズ
子

87
本

人

〃

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

6
年
前
に
仕
事
で
小
豆
島
へ

来
ま
し
た
。
一
度
こ
の
仕
事

を
断
っ
た
の
で
す
が
そ
の
2
年

後
、
ま
た
お
声
が
か
か
り
、
何

か
小
豆
島
に
縁
が
あ
る
の
か

な
？
と
思
い
来
る
事
を
決
め
ま

し
た
。
来
る
時
は
、
小
豆
島
っ

て
何
県
？
島
っ
て
ど
ん
な
所
？

そ
れ
ま
で
都
会
で
暮
ら
し
て
い

た
私
は
、
島
で
生
き
て
い
け
る

の
か
？
な
ど
不
安
な
気
持
ち
で

来
ま
し
た
。来
て
み
る
と
、ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
り
想
像

し
て
い
た
様
子
と
は
違
っ
て
い

て
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
職
場
と
家
の
往
復

だ
け
で
、
島
の
人
と
接
す
る
機

会
も
な
く
退
屈
に
思
う
日
々
が

続
き
、
や
っ
ぱ
り
都
会
へ
戻
ろ

う
と
決
意
し
、
2
年
半
働
い
た

後
大
阪
に
行
き
ま
し
た
。
私
の

職
業
は
お
菓
子
を
作
る
事
。
大

阪
で
も
ケ
ー
キ
屋
で
働
き
、
小

豆
島
へ
来
る
前
も
ず
っ
と
ケ
ー

キ
屋
で
働
い
て
い
て
分
か
っ
て

い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
と
て

も
拘
束
時
間
が
長
く
1
日
12
時

間
〜
15
時
間
お
店
に
居
る
状
態

で
毎
日
疲
れ
が
溜
ま
り
休
み
の

日
も
休
息
す
る
事
で
精
一
杯
で

し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
よ
く
小
豆
島
を

思
い
出
す
様
に
な
り
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
、
自
然

に
囲
ま
れ
て
い
る
事
、
い
つ
も

職
場
か
ら
眺
め
て
い
た
海
の
景

色
。
2
年
半
退
屈
だ
な
ぁ
と
思

い
つ
つ
も
、
天
気
が
よ
い
日
の

気
持
ち
よ
さ
や
癒
さ
れ
て
い
た

事
、
自
分
の
時
間
を
持
て
て
い

た
事
に
気
づ
き
、
ま
た
小
豆
島

に
戻
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

芽
生
え
始
め
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、
私
が
抜
け
た
後
を
ま
だ
探

し
て
い
る
と
聞
き
、
そ
れ
な
ら

ば
と
戻
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
は
職
場
と
家
の
往
復
だ
け

で
は
ダ
メ
だ
と
思
い
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
旦
那
様
に
な
る
人

と
出
会
い
結
婚
し
ま
し
た
。
そ

の
時
、
本
当
に
小
豆
島
と
縁
が

あ
っ
た
の
だ
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。
ま
さ
か
、
小
豆
島
に
嫁
ぐ

と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の

で
結
婚
し
て
1
年
が
経
ち
ま
す

が
未
だ
に
不
思
議
な
気
分
に
な

り
ま
す
。

　

結
婚
を
機
に
以
前
か
ら
気
に

な
っ
て
い
た
小
豆
島
ガ
ー
ル
運

営
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

は
、
年
齢
も
職
種
も
違
う
女
性

が
活
動
し
て
い
て
、
私
も
含
め

島
外
出
身
の
方
も
居
ま
す
が

皆
、
小
豆
島
に
対
す
る
熱
い
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
一
緒
に

居
る
と
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
達
に
こ
こ

へ
来
て
も
ら
え
る
様
に
、
私
も

も
っ
と
島
の
声
を
知
っ
て
魅
力

を
伝
え
て
行
け
る
様
に
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

『
島
と
の
“縁„
』髙た

か　

橋は
し　

未み　

來く
さ
ん

現
住
所　

苗
羽


